
        

１、２００９年度サーバス近畿支部１０月例会報告         

                                   

近畿支部長 

日時 ２００９年１０月１０日（土）  場所 大津市 湊町倶楽部 

出席者 本部役員２名 支部役員３名 会員７名（滋賀３ 兵庫２ 京都１ 奈良１）  

  会員外７名   計１９名 

 秋も深まってきた今日この頃です。例会の日は偶然大津祭の宵宮の日でした。今回は

ゲストを招いて講演もお願いし、又、例会後、希望者は大津祭の宵宮に参加するという

盛りたくさんの例会でした。例会は、先ず、支部長のあいさつに始まり、昼食をいただ

きながら自己紹介をしました。昼食後は「外国人から見た日本」という講演、質問も交

えて話が続き、時間切れという活発な一時でした。その後は議題にそっての討論が続き、

実りのある例会でした。例会が終わってからは、大津市の会員さんたちの案内で、大津

祭の宵宮を楽しみました。今回は出席者も多く、楽しい例会になりました。 

 

 

 

 



１、講演「外国人から見た日本」 

講師の自己紹介 

私はウクライナ出身です。大学で日本語と日本文学を専攻していました。当時はソ連

が崩壊し、ウクライナが独立したばかりのころ、日本人と日本語に接する機会がほとん

どありませんでした。日本文学に興味を持ったきっかけは、実家にロシア・ウクライナ・

世界文学をはじめ、たくさんの本がありましたので、子供の時から読書が好きでした。

東洋と西洋の考え方、価値観がとても共通していることが多いですが、歴史、宗教、環

境などが違うため、視点や表現が違い、それは非常に興味深く、魅力を感じます。 

 現在は、京都の大学に留学しています。特に日本近代文学に興味を持っており、ロシ

ア人及びウクライナ人の読者に新しい作品を紹介したいと考えていて、翻訳したいと考

えています。 

 今は京都に住んでいます。京都は日本の伝統文化に触れる機会が多く、日本舞踊、邦

楽、いけばななどを勉強したいです。 

 

講演「外国人から見た日本」 

今の日本滞在は３回目です。最初の２回は観光でしたが、３回目の滞在は仕事をする

経験や留学する経験が出来ました。日本での滞在経験を通して、様々な日本に出会い、

友達もたくさん出来ました。今は日本の習慣になれているので、日常生活であまり驚く

事はありませんが、初めての時にはたくさんありました。町の様子がきれいだとか、新

幹線が早いとか、人がとても親切な事等にまず気づきました。日本で生活するようにな

って、始めのうちは日本の習慣や生活の仕方に戸惑いました。例えば、トイレでスリッ

パを履き替えるとか、お風呂では、お湯を変えないで皆が浴槽に入るという事等です。

私が入った後、本当に違う人が浴槽に入ってくれるのか心配で、長い間、私はシャワー

しか使いませんでした。又、ある時、ホームステイ先の知り合いの家で、ティセレモニ

ーがあったので、私は正装して行きました。けれども、他の人たちはジーパンを着たり

して来ていました。このように、状況把握が難しいことがたくさんありました。始めて

来た時は、日本料理が食べられなくて、ケンタッキーフライドチキンばかり食べていま

した。でも、今では炊飯器も買って、魚を焼いて、日本料理を美味しく食べています。

ウクライナに帰ったら、日本料理が食べられないからどうしようと思う位です。日本料

理はとてもきれいで、季節感があります。私は畳の部屋に住んでいます。でも、その畳

のアパートに住んでいるのは外国人ばかりで、日本人はマンションに住んでいます。畳

や銭湯は体に良いので、今では大好きです。東京にも住みましたが、今は京都に住んで

います。町ごとに良さがありますが、京都はとても住みやすいです。家庭生活ですが、

ウクライナでは、家族でコンサートやバレエに行ったり、又、家族でよく話をしたりし

ます。日本では、家族が皆でテレビを見ることが多いと思いました。日本人はとても好



奇心の強い民族で、努力家で、よく勉強をしています。図書館がとても充実しています。

又、日本人は新しい物を取り入れたり、人と何かを共有したりするのが、上手だと思い

ます。例えば、ワールドカップの時に、サッカーの事にあまり知識がなかった日本人の

女の子でも、すぐルールを覚えて、話題にすることが出来ました。一度、私が合気道に

トライした時、投げられた後、投げられたのに、起き上がったら、「ありがとうござい

ます」とあいさつするのが不思議でしたが、良い事だと思いました。それで、日常生活

でも、何かつらいことがあっても、あの時の「ありがとうございます」を思い出して、

役に立てています。日本で町を歩いていても、１０年前と比べて、外国人がとても増え

ています。アメリカの場合は、そこにいろんな国の人が住んでいて、誰が外国人なのか、

誰が現地の人なのかわかりにくいです。現代は誰もがどこへでも行きたい所に行けるの

で、その国で勉強をしたり、仕事をしたりすることが出来、恋愛して、結婚さえ出来ま

す。自分の才能や興味を生かせる良い時代だと思います。語学が出来るのも、条件の１

つですが、自分の考えをしっかり持っていればどこにでも住めます。先ず、自分を作り

上げる事が大切だと思います。 

 （この後、質問もはさみながら、話を続けて頂きました。） 

・日本は発展しているのに、自然を壊さないように気をつけている。ごみの分別もよく

して環境を守ろうとしている。 

・町ごとに良さがあるが、京都は本当に良い。お寺があってほっとするし、美術館やイ

ベントがたくさんあって、京都にいれば、京都だけで十分な事が出来る感じがする。ア

メリカや世界の他のどこにも、こんなに文化や歴史がいっぱい詰まっている町はない。 

・日本人は季節感をとても大切にしているが、ずっとオフィスで仕事をしていると、季

節を感じない。私も日本に長く住んでいるせいか、祇園祭が来ないと夏にならない気持

になって来ている。 

・日本の滞在は、伝統に触れるのにとても良い機会だ。ウクライナに帰った時に教えて

下さる方が少ないので、日本で出来る事を何でもしてみたいと思う。京手まり、生花、

日本舞踊がとても好きだ。今は勉強が忙しいが、時間があれば続けたいと思う。  

・私は将来日本の文学に関わった事をしたいと思っている。 

・ウクライナよりの留学生はまだ少ない。 

・ヨーロッパ出身の人にとっては、日本語は話すのは難しくなくなってきたが、漢字は

とても難しい。 

・ウクライナ語は語順とかが英語に似ている。でも、私はウクライナで大学生だった時、

英語の先生が発音に厳しく、それが苦手で英語の授業は嫌いだった。今、英語を使って

みて、発音がそれほど大切だとは思わない。伝えようとする事や相手の言っている事を

理解しようとするのは大事で、コミュニケ―ションを取ろうという気持があれば、どん

な発音でも通じる。 

・ウクライナ料理はとても美味しい。ロシア料理として世界で知られるボルシチは、ウ



クライナで生まれた。ボルシチの種類は 100 種類以上あるという。ロールキャベツもよ

く作る。ウクライナ人が作る餃子は水餃子で、ワレーニキという。ワレーニキの中には

いろんな中身を入れる。特にサクランボ入りのワレーニキが有名です。京都府の国際セ

ンターでは定期的に、世界の料理教室が開催される。いろんな国の料理を作って食べら

れ、その国を旅行しているような気分になれる。キエフに寿司はあるが、値段が高い。

魚を生で食べる習慣がなかったので、多少警戒心がある。生の魚を扱う寿司とかは、許

可制にすると良い。キエフで日本人が経営しているレストランは、値段は高いが美味し

いので、人気がある。最近スーパーでも、日本食を売っている。世界中のレストランで

は、同じ日本料理でも、日本での物とは少し違い、現地の人の口に合うようにアレンジ

されている。 

・ウクライナで日本製品は販売されている。他の国の製品等より値段が高いが、壊れに

くいという評判がある。キエフには、少ないが、日本のセールスマンがいる。住友とか

丸紅という商社は、キエフにも進出している。ウクライナは市場経済の歴史が浅いが、

これからの発展は期待出来る。ウクライナは工業が発達しているが、やはり農業が主な

経済分野であろう。チェルノヴイリの事故で大きなダメージを受けたが、いつか放射能

汚染がなくなり、ウクライナの農業製品が日本にも輸出出来るようになれば良い。 

・チェルノヴイリ原子力施設の爆発事故について、政府は土壌が汚染されている地域で

は人が住まないようにしている。事故から２３年経っているが、今も放射能の影響はあ

る。事故後、チェルノヴイリの施設をカバーしたが、そのカバーが古くなってきていて、

補整が必要である。今、日本のボランティア団体が地域の人と協力して、菜の花プロジ

ェクトを行なっている。そのプロジェクトが成功すれば、土壌をきれいにする事が出来

るという。 

・放射能の汚染があっても、ウクライナ人はどこへも逃げる事が出来ない。汚染されて

いても、そこで生活せざるをえない。そのような被災は２度と起こらないように、人間

は注意しないといけない。ウクライナは文化、技術、資源、人材で豊かな国である。こ

れから注目される国だと思う。将来は、ウクライナと日本の経済関係や文化交流が、も

っと深まることを願っている。 

 

２、２００９年１０月例会の議題 

１、５０周年記念誌について 

 現在、編集委員は、５０周年誌作成に向けて、過去のサーバスの資料を整理する等、

精力的に取り組んで下さっています。その事について、当日編集委員より報告がありま

す。 

 編集委員より、会員に対して「全会員からの投稿をお願いしたい。原稿を書く、書か

ないは今年度中に明らかにして欲しい。実際に原稿を書くのは来年度で良い。今、原稿



を書く人は、形式等自由に書いて欲しい。」と言われています。良い５０周年誌が出来

るように、近畿支部としても取り組んでいきたいと思います。フォーマット等詳しい事

は次の国内会議で決まるそうですので、会員にスムーズに原稿を書いて頂けるように、

近畿支部として、次の件を国内会議で決めて頂けるように、編集委員に依頼したいと思

います。 

①予定されている予算で、どのような記念誌が出来るのか、ページ数、大きさ（Ａ５版

等）フォント等、内わけを示して欲しい。 

②１人当たり平均どのくらいの長さを考えていられるのか示して欲しい。 

③いつまでに何をするか等、完成までのスケジュールを示して欲しい。 

  

２、サーバスの活動をＰＲするためのパンフレットについて 

 パンフレットの原稿とパンフレットの活用方法について、担当委員から報告がありま

す。委員以外の方でも、良いアイデアがありましたら、当日ご持参、発言をお願いしま

す。 

  

３、サーバス青年部について 

 今年のサーバス国内会議に近畿支部として提案した「サーバスに青年部を作る」案に

ついては、国内会議で「全面的に賛成だが、その具体的な方法については、今後の課題

とする」とされました。また、Servas International の Paplo Chufeni 青年部長も、

「日本サーバスに青年部を設けてほしい」と言われています。そこで、近畿支部として

青年部を作り、青年部の活動を始められないかと思います。先ず、 他の青年部なども

参考に、その活動と組織のあり方を勉強することから始めたいと思います。 

 

３、討論、及び、決定事項 

１、サーバス５０周年記念誌について 

先ず、編集委員より、資料の整理状況、すでにホームページに書かれている「イリノ

賛歌」を記念誌に載せる予定である事、予算でどの位の記念誌が出来るか、今いくつか

の印刷会社と検討しているという報告がありました。又、原稿に写真を添付する場合は、

写っている人に了解を貰うことという注意がありました。近畿支部では、例年年末に会

員に出しているアンケートに合わせて、原稿の執筆について会員にアンケートをするつ

もりである事が報告されました。役員会よりの提案は、提案通り、次の３件について、

次の国内会議で編集委員より提案して頂けるよう、編集委員に依頼する事に決まりまし

た。 

①予定されている予算で、どのような記念誌が出来るのか、ページ数、大きさ（Ａ５版

等）フォント等、内わけを示して欲しい。 



②１人当たり平均どのくらいの長さを考えていられるのか示して欲しい。 

③いつまでに何をするか等、完成までのスケジュールを示して欲しい。 

 

２、サーバスの活動をＰＲするためのパンフレットについて 

パンフレット作成委員からの原案に加えて、既に作られた九州支部のパンフレット、

参加会員よりいくつかの案が出されました。これらを参考に支部長、作成委員でパンフ

レットの案を考える事、又、支部長、会計係でどの位予算を捻出出来るか検討する事に

なりました。 

 

３、サーバス青年部について 

出席者は全員、次世代を担う青年を育成する必要性を感じています。組織の在り方と

して、サーバスインターナショナルの青年部とコンタクトをとるのは、近畿支部が直接

行なうのではなくて、日本サーバス会長に行なって頂くのが筋なので、会長に１１月２

０日までにコンタクトを取って頂くように依頼する事になりました。会長からの返事を

待って、１２月の例会でこの事について、近畿支部としてどのように取り組んでいくか

を考える事になりました。 

 

４、その他 

①イギリスのメンバーから、近畿の会員と連絡を取っているが、返事がなかなか貰えな

いというメールが支部長にありました。返事は速やかに出して下さい。 

②ホームページについて、近畿支部から出した原稿を訂正する必要性のある場合は、ホ

ームページの係より、近畿支部へ必ず連絡して下さい。 

 

２、トラベラー受け入れ報告        

Ｓ．Ｔ（京都） 

キャッシーさんは、アメリカの西海岸から一人でやってきた 45 歳の女性でした。最初

のメールは 2009/3/22、それから、再三に渡り、18 通のメールのやり取りをして、4 月

半ばに来日、滞在され無事帰途に着かれました。待ち合わせの時刻、場所などもその都

度打ち合わせしていく内に、人物が見えてきてメールの交換というものは、無味乾燥な、

ビジネスライクなものでなく、心配りや、お互いの都合を付けられる思いやりも伝わり、

お会いするのが楽しみになってきました。来訪数日前に奈良の唐招提寺の塔頭奥ノ院

「西方院」で年に一度のお茶会があるニュースが飛び込んできました。早速、キャシー

さんにメールし、「予約が必要だが、どうされますか？」と問い合わせるとサンフラン

シスコを出発間際でしたが、「出席します。」という返事が来ました。 

キャッシ―さんは、Letter of Introduction を見ると大きな体躯をしておられる。茶室



の様な、畳敷きの小間に座れるかどうか、お茶席のご亭主に聞いてもらわなければいけ

ない、それに正座が無理な人でも構わないかどうか？などなど友人を通して事前に訊ね

てもらいました。 

唐招提寺の門前から西へ行き、今も古い土塀が古寺の風情を漂わせている西方院では、

恒例のお茶会に参列する人達で一杯でした。受付では着物姿の娘さん（14~15 歳位）や

修行中で黒の袈裟を着た坊様（10 歳前後）と奥様でご家族総出で出迎えて下さいまし

た。 

お天気に恵まれた一日を、私の友人と 3 月のサーバス国内会議で出会った方も加わり、

奈良の会席料理に舌鼓を打ち、お煎茶のお茶席とお抹茶のお手前を拝見、体験しました。

キャッシーさんがいらっしゃるということで、ご亭主は英語で説明してくださり、外国

人にも広く理解を深めて頂く様に、広報活動をされている事が良く分かりました。 

二日目、三日目は京都の金閣寺や清水寺などをご案内し、春の京都を満喫していただき

ました。キャシーさんは、茶目っ気たっぷりのアクティブな人で、京都駅から銀閣寺ま

で、早朝レンタサイクルをして、汗を流してきた。と私と待ち合わせの時間前の様子を

話してくれました。また、自宅には愛犬がいて、旅行に出るとつれて来れないのが辛い。

旅行が終わったら、すぐにドライブして預けている友人の所へ迎えに行く。と話しなが

ら、ご自分の携帯に撮り収めている愛犬の動画を楽しそうに見せてくれました。食べる

事には目が無い。というグルメ通で、自分の持っているガイドブックに載っていた先斗

町の「ミソギ～、ガワ」と不確かな情報を記憶を辿りながら私に、行ってみたいレスト

ランの名前を挙げました。「そんな、京都中には山ほどレストランがありますよ。それ

だけの情報では、見つけられない」と話しても引き下がりません。仕方なく、ある和食

の店で訊ねましたら親切にも、インターネットでその支配人は探してくれ、見事見つけ

てくれました。確かに先斗町「禊川」というフランス会席のお店はありましたが、予約

で満席、他の店に移らざるを得ませんでした。彼女がそんなに行きたがったレストラン

という事で、その後、やって来たサーバストラベラーとそのレストランへ食事に行き、

写真を撮ってキャッシーさんへ送ってあげました。そうしたら、食べ損ねたのが残念だ

ったのでしょう。次回京都へ行った時は、予約してくださいね。とメールをもらいまし

た。よっぽど行きたかったレストランだったのだなあ。と後で思いました。この様に初

めて来るトラベラーでも、メールのやり取りを頻繁にしておけば、おくほど人物像が見

えてきて、お互いの気持ちも通じ合えることが分かりました。  

 



   

      

   

 



３、北から南から 

今回から、このコラムを載せる事にしました。先ずその趣旨を説明します。 

 私はトラベラーを我が家にお泊めしたり、又、私がトラベラーとして、サーバスの方

にお世話になっています。そんなサーバスの方と出会うのは、ほんとに偶然なのに、と

ても心を通わせ、心温まる時が共有出来、共に同じ世界、同じ時代を生きているという

熱い思いが心に広がります。そこで、近畿支部の事を考えてみました。例会で顔を合わ

せられる人も限られているし、私たちが同じ近畿支部に属していても、果たしてどの位

知り合えているだろうかと思うと、わずかです。それで、もっと会員通しが知り合えて、

親しくなれる方法はないかと考えました。そして、思いついたのが、この「北から南か

ら」です。近畿支部にはどんな会員さんがいられるのか、又、どんな所に住んでいられ

るのかがわかれば、より親しさを感じられると思うのです。書く事は自己紹介、ご当地

自慢等、直接サーバスに関係のない事でいいのです。そんな事を通じて、お互いの事が

わかれば、もっと親しくなれるでしょう。同じ支部に属している事を大切にし、より楽

しい支部になるように、支部の会員皆の力でしていけたらというのが、「北から南から」

の目的です。今回はその第１号です。皆さんも次々原稿をお寄せ下さるように、よろし

くお願いします。 

 

和歌山で心の癒しをどうぞ。 

                            Ｎ．Ｔ（和歌山）  

 

その 1 和歌山城西之丸庭園 

 紀州の殿様専用の庭園で、日本の四季を感じる 

ことができます。茶室では日本茶をゆったりと味 

わうこともでき、心静かに耳を澄まして時を過ご 

すことができます。和歌山城の天守閣まで行くと 

紀ノ川を中心とした和歌山市が一望できます。 

 

その２ 野半の里 

  日本酒の蔵本による癒しのスポットです。 

なんと、「天然温泉 蔵乃湯」という温泉があり、 

豊富なミネラルを含む療養泉・高張泉です。体 

の芯まで温め、地ビールや地酒とおいしい料理 

を堪能することができます。中庭は、緑も多く、 

季節の花で飾られています。最近は足湯もでき 



て、さらに気軽に利用できます。 

 

その 3 和歌山マリーナシティ 

 人工島につくられた、お楽しみスポットです。 

海に面した公園からの夕日は、格別の美しさです。 

黒潮市場では、新鮮なシーフードを食べることが 

できます。その他、遊園地や温泉、ホテルなども 

あります。和歌山館では、和歌山のお土産がなん 

でも揃います。 

 

私のお薦めする、癒しの和歌山 3 スポットです。 

 

４、連絡 

＊次回の例会は、１２月１９日（土）大阪梅田の弥生会館にて行なう予定です。詳細が

決まりましたら、お知らせします。次回は総会ですので、お忙しいと思いますが、万障

お繰り合わせの上、ご出席いただけるように、よろしくお願いします。 

＊ホ－ムページがしばらく滞っていましたが、過去にさかのぼって立ち上げました。ど

うぞ、お目をお通し下さい。又、ホームページへの投稿もよろしくお願いします。 

 

５、その他 

このホームページを読まれて、質問等何かありましたら、サーバスのホームページ

http://www.servas-japan.org の「会員になろう」の欄に“contact usóがあります。そ

れを使ってコンタクトを取って頂けるように、お願いします。 

http://www.servas-japan.org/

